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よかろう。ところでF iま9
もされている。それは， 1才半-2
半の時綴より言諮消失，無義務化などがみ
られ，発達i乙明確な限界があるような，いわ
ゆる(折れ線)経過をとる
(1錦3)8)は，折れ線製
比較研究を行っている。
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しているか，といっ
そのまま
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る
討すること おけるテーマである。
(1聖書1年皐月〉において
ども37名のうち，下記による
った21名
る。 ζれらの子どものc.A.は6才11ヶJ=l-
5ヶ月(平均 C.A.泣才6ヶ月〉であっ
た (1983年 S月末日叩'向。
2名であっ
も佐賀県蕗
している。
3名が参加している。
データ あすこり， じで
英 滋
誌に対する該当震数が極めて低いもの
は除外することにした。あるいは，前国使用
された盤状項躍を歩より適当なカテゴザーに
極み換える試みを行いB 若二子の修正をみた。
された主主状項自はs 後出の簡 1~5 広明
らかにされるとおりである。
分析検討の中心は，一 として
する度数比較におかれているo
k対する統計的な有意性の検定にはp
の方法5)が用いられた。
築と
「遊び 6
の5つのカテゴザーに， 寝間
症能状の項自が揺られている。
盟1-醤5において9 調調査結采が表わさ
れている。以下カテブザーどとに言及してゆ
きたL、。
に関する症状について
の症状現時
{発諾)
ζとばの理解について
lIt示される。
ると，環器「全く
し」を徐く全ての項自において， '83 
るようである。
この中でs るのは
る」の 1項患のみである。乙の項呂に
ついて2 したのが，表 1
i乙示されている。 この表を晃ると，
するものが3名花過ぎなかったの
に99翠3年iとは新たに9名が該当し9
名に増加していることがわかる (x2=7.1l1，
に特徴的変化は認められな
いようである。
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!3 r全くできない」が減少してF
「少しならできるが奇妙ム「ほぼ
ができる」などが増加しているように思える。
しかし，いずれの変化も有意レベルに叢って
いない。
(ζ とばの 項目「かなり き
る」 している。 ζの変
2におし してみる。 iま
{発言寄) 拒Dを表すこと
反響言言警がある
特定のことばのくり返し
ひとりごとを言う
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会く発言昔なし
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罪事主幹なことばは理主解できる
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~1 r雲諮」
10%であった。「矯挙なことばの理解」は減
少(有意)し，かなり理解できる程度に変化
しているかのごとく読みとれる。
に関する症状の変化をまとめてみたい。
ζとばの理解は「簡単な ζとばの理解Jから
「かなり理解できるJ程度への移向がうかがわ
れる。「拒否を表すことばが使える」
は，より主体的言語使滋の兆しを予測させる。
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